
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
漁
業
調
整
規
則

一

規

則

福
島
県
漁
業
調
整
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
六
十
八
号

福
島
県
漁
業
調
整
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
二
章

漁
業
の
許
可
（
第
四
条
―
第
三
十
一
条
）

第
三
章

水
産
資
源
の
保
護
培
養
及
び
漁
業
調
整
に
関
す
る
そ
の
他
の
措
置
（
第
三
十
二
条
―
第
四

十
六
条
）

第
四
章

漁
業
の
取
締
り
（
第
四
十
七
条
―
第
五
十
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
五
十
一
条
―
第
五
十
六
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
五
十
七
条
―
第
五
十
九
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
、

水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
そ
の
他
漁
業
に
関
す
る
法
令
と
相
ま
っ

て
、
福
島
県
に
お
け
る
水
産
資
源
の
保
護
培
養
及
び
漁
業
調
整
を
図
り
、
も
っ
て
漁
業
生
産
力
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
県
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
の
申
請
）

第
二
条

県
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
は
、
第
八
条
第
一
項
の
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
住
所
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
知
事
の
意
見
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
代
表
者
の
届
出
）

第
三
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
代
表
者
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出

書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

二

代
表
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）

第
二
章

漁
業
の
許
可

（
知
事
に
よ
る
漁
業
の
許
可
）

第
四
条

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
漁
業
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
漁
業
（
第

一
号
、
第
二
号
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
漁
業
に
あ
っ
て
は
、
組
合
員
行
使
権
者
が
営
む

当
該
組
合
員
行
使
権
の
内
容
た
る
当
該
漁
業
を
除
く
。
）
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

あ
わ
び
漁
業

海
面
（
松
川
浦
及
び
横
浦
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
あ
わ
び
を
と
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

二

う
に
漁
業

海
面
に
お
い
て
う
に
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

三

小
型
ま
き
網
漁
業

海
面
に
お
い
て
総
ト
ン
数
五
ト
ン
未
満
の
船
舶
を
使
用
し
て
小
型
ま
き
網

に
よ
り
行
う
漁
業

四

機
船
船
び
き
網
漁
業

海
面
に
お
い
て
機
船
船
び
き
網
に
よ
り
行
う
漁
業

五

刺
し
網
漁
業

海
面
（
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
を
使
用
し
て
か
じ
き
、
か
つ
お
、

ま
ぐ
ろ
又
は
さ
め
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等

に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
別
表
第
一
の
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
項

の
中
欄
第
四
号
に
掲
げ
る
海
域
に
限
る
。
）
に
お
い
て
刺
し
網
に
よ
り
行
う
漁
業
（
松
川
浦
及
び

横
浦
に
お
け
る
も
の
並
び
に
第
八
号
に
掲
げ
る
固
定
式
刺
し
網
漁
業
を
除
く
。
）

六

か
ご
漁
業

海
面
に
お
い
て
か
ご
に
よ
り
行
う
漁
業

七

ど
う
漁
業

海
面
に
お
い
て
ど
う
に
よ
り
行
う
漁
業

八

固
定
式
刺
し
網
漁
業

海
面
に
お
い
て
固
定
式
刺
し
網
に
よ
り
行
う
漁
業
（
第
一
号
に
掲
げ
る

あ
わ
び
漁
業
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
う
に
漁
業
を
除
く
。
）

九

つ
ぼ
漁
業

海
面
に
お
い
て
つ
ぼ
に
よ
り
行
う
漁
業

十

潜
水
器
漁
業

海
面
に
お
い
て
潜
水
器
（
簡
易
潜
水
器
を
含
む
。
）
に
よ
り
行
う
漁
業
（
第
一

号
に
掲
げ
る
あ
わ
び
漁
業
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
う
に
漁
業
を
除
く
。
）

十
一

小
型
定
置
漁
業

海
面
に
お
い
て
小
型
定
置
に
よ
り
行
う
漁
業

十
二

地
び
き
網
漁
業

海
面
に
お
い
て
地
び
き
網
に
よ
り
行
う
漁
業

２

前
項
の
許
可
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
漁
業
又
は
前
項
第
三
号
か

ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
に
あ
っ
て
は
当
該
漁
業
ご
と
及
び
船
舶
等
ご
と
に
、
そ
の
他
の
漁
業

に
あ
っ
て
は
当
該
漁
業
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
を
受
け
た
者
の
責
務
）

───────────────────────────────────────────────────────────
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第
五
条

知
事
許
可
漁
業
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
た
者
は
、
資
源
管
理
を
適
切
に
す
る
た
め
に
必
要
な

取
組
を
自
ら
行
う
と
と
も
に
、
漁
業
の
生
産
性
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
起
業
の
認
可
）

第
六
条

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
現
に
船
舶
等
を
使
用
す
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
は
、

船
舶
等
の
建
造
又
は
製
造
に
着
手
す
る
前
又
は
船
舶
等
を
譲
り
受
け
、
借
り
受
け
、
そ
の
返
還
を
受

け
、
そ
の
他
船
舶
等
を
使
用
す
る
権
利
を
取
得
す
る
前
に
、
船
舶
等
ご
と
に
、
あ
ら
か
じ
め
起
業
に

つ
き
知
事
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

前
条
の
認
可
（
以
下
「
起
業
の
認
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
が
そ
の
起
業
の
認
可
に
基

づ
い
て
許
可
を
申
請
し
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
の
内
容
が
認
可
を
受
け
た
内
容
と
同
一
で
あ
る
と

き
は
、
知
事
は
、
第
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
許
可
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

起
業
の
認
可
を
受
け
た
者
が
、
認
可
を
受
け
た
日
か
ら
知
事
の
指
定
し
た
期
間
内
に
許
可
を
申
請

し
な
い
と
き
は
、
起
業
の
認
可
は
、
そ
の
期
間
の
満
了
の
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
許
可
又
は
起
業
の
認
可
の
申
請
）

第
八
条

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
漁
業
又
は
第
四
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
に
あ
っ
て
は
当
該

漁
業
ご
と
及
び
船
舶
等
ご
と
に
、
そ
の
他
の
漁
業
に
あ
っ
て
は
当
該
漁
業
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

二

知
事
許
可
漁
業
の
種
類

三

操
業
区
域
、
漁
業
時
期
、
漁
獲
物
の
種
類
及
び
漁
業
根
拠
地

四

漁
具
の
種
類
、
数
及
び
規
模

五

使
用
す
る
船
舶
の
名
称
、
漁
船
登
録
番
号
、
総
ト
ン
数
並
び
に
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数

六

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

知
事
は
、
前
項
の
申
請
書
の
ほ
か
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
関
し
必

要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
し
な
い
場
合
）

第
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
知
事
は
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
し
て
は

な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
格
性
を
有
す
る
者
で
な
い
場
合

二

そ
の
申
請
に
係
る
漁
業
と
同
種
の
漁
業
の
許
可
の
不
当
な
集
中
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
し
な
い
と
き
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
当
該
申
請
者
に
そ
の
理
由
を
文
書
を
も
っ
て
通
知
し
、
公
開
に
よ
る
意

見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
当
該
申
請
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
弁

明
し
、
か
つ
、
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
許
可
又
は
起
業
の
認
可
に
つ
い
て
の
適
格
性
）

第
十
条

許
可
又
は
起
業
の
認
可
に
つ
い
て
適
格
性
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
者
と
す
る
。

一

漁
業
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
を
遵
守
せ
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
遵
守
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

二

暴
力
団
員
等
で
あ
る
こ
と
。

三

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
又
は
漁
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
号
）
で
定
め

る
使
用
人
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

五

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
船
舶
等
が
知
事
の
定
め
る
基
準
を
満
た
さ
な
い
こ
と
。

２

知
事
は
、
前
項
第
五
号
の
基
準
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
規
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
）

第
十
一
条

知
事
は
、
許
可
（
第
七
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
起
業
の
認
可
（
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
知
事
許
可
漁
業
を
営
む
者

の
数
、
当
該
知
事
許
可
漁
業
に
係
る
船
舶
等
の
数
及
び
そ
の
操
業
の
実
態
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し

て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
を
定
め
、
当
該
制
限
措
置
の
内
容
及
び
許
可
又
は
起
業

の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

漁
業
種
類
（
知
事
許
可
漁
業
を
水
産
動
植
物
の
種
類
、
漁
具
の
種
類
そ
の
他
の
漁
業
の
方
法
に

よ
り
区
分
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
等
の
数
及
び
船
舶
の
総
ト
ン
数
又
は
漁
業
者
の
数

三

推
進
機
関
の
馬
力
数

四

操
業
区
域

五

漁
業
時
期

六

漁
業
を
営
む
者
の
資
格

２

前
項
の
申
請
す
べ
き
期
間
は
、
一
月
を
下
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
漁
業
の
種
類
ご
と
に
知
事
が

定
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
月
以
上
の
申
請
期
間
を
定
め
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
す

る
と
す
れ
ば
当
該
漁
業
の
操
業
の
時
機
を
失
し
、
当
該
漁
業
を
営
む
者
の
経
営
に
著
し
い
支
障
を
及

ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
制
限
措
置
の
内
容
及
び
申
請
す
べ
き
期
間
を
定
め
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
申
請
す
べ
き
期
間
内
に
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
し
た
者
に
対
し
て
は
、
知
事
は
、

第
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
等
の
数
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公

示
し
た
船
舶
等
の
数
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
知
事
許
可

漁
業
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
許
可
の
基
準
を
定
め
、

こ
れ
に
従
っ
て
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
る
者
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
る
者
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
公

正
な
方
法
で
く
じ
を
行
い
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
る
者
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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７

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
漁
業
者
の
数
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
し
た
漁
業
者
の
数
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
知
事

許
可
漁
業
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
許
可
の
基
準
を

定
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
る
者
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

８

許
可
又
は
起
業
の
認
可
の
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
を
し
た
後
に
死
亡
し
、
又
は
合
併
に
よ
り

解
散
し
、
若
し
く
は
分
割
（
当
該
申
請
に
係
る
権
利
及
び
義
務
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

を
し
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
（
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
協
議
に
よ
り
当

該
申
請
を
し
た
者
の
地
位
を
承
継
す
べ
き
者
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
）
、
当
該
合
併
後
存
続
す

る
法
人
若
し
く
は
当
該
合
併
に
よ
っ
て
成
立
し
た
法
人
又
は
当
該
分
割
に
よ
っ
て
当
該
権
利
及
び
義

務
の
全
部
を
承
継
し
た
法
人
は
、
当
該
許
可
又
は
起
業
の
認
可
の
申
請
を
し
た
者
の
地
位
を
承
継
す

る
。

９

前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
起
業
の
認
可
の
申
請
を
し
た
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
は
、
そ
の

事
実
を
証
す
る
書
面
を
添
え
、
承
継
の
日
か
ら
二
月
以
内
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
公
示
に
お
け
る
留
意
事
項
）

第
十
二
条

知
事
は
、
漁
獲
割
当
て
の
対
象
と
な
る
特
定
水
産
資
源
の
採
捕
を
通
常
伴
う
と
認
め
ら
れ

る
知
事
許
可
漁
業
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
知

事
許
可
漁
業
に
お
い
て
採
捕
す
る
と
見
込
ま
れ
る
水
産
資
源
の
総
量
の
う
ち
に
漁
獲
割
当
て
の
対
象

と
な
る
特
定
水
産
資
源
の
数
量
の
占
め
る
割
合
が
知
事
が
定
め
る
割
合
を
下
回
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
を
除
き
、
船
舶
等
の
数
及
び
船
舶
の
総
ト
ン
数
そ
の
他
の
船
舶
等
の
規
模
に
関
す
る
制
限
措
置
を

定
め
な
い
も
の
と
す
る
。

（
許
可
等
の
条
件
）

第
十
三
条

知
事
は
、
漁
業
調
整
そ
の
他
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
許
可
又
は
起
業
の

認
可
を
す
る
に
当
た
り
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
に
条
件
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
漁
業
調
整
そ
の
他
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
後
、

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
許
可
又
は
起
業
の
認
可
に
条
件
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
を
付
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法

律
第
八
十
八
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら

ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
の
付
加
に
係
る
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
は
、
公
開
に
よ
り
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
継
続
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
等
）

第
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
申
請
の
内
容
が
従
前
の
許
可
又
は
起

業
の
認
可
を
受
け
た
内
容
と
同
一
で
あ
る
と
き
は
、
第
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
を
除
き
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

許
可
（
知
事
が
指
定
す
る
漁
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た

者
が
、
そ
の
許
可
の
有
効
期
間
の
満
了
日
の
到
来
の
た
め
、
そ
の
許
可
を
受
け
た
船
舶
と
同
一
の

船
舶
に
つ
い
て
許
可
を
申
請
し
た
と
き
。

二

許
可
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
許
可
の
有
効
期
間
中
に
、
そ
の
許
可
を
受
け
た
船
舶
を
当
該
知
事

許
可
漁
業
に
使
用
す
る
こ
と
を
廃
止
し
、
他
の
船
舶
に
つ
い
て
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
し

た
と
き
。

三

許
可
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
許
可
を
受
け
た
船
舶
が
滅
失
し
、
又
は
沈
没
し
た
た
め
、
滅
失
又

は
沈
没
の
日
か
ら
六
月
以
内
（
そ
の
許
可
の
有
効
期
間
中
に
限
る
。
）
に
他
の
船
舶
に
つ
い
て
許

可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
し
た
と
き
。

四

許
可
を
受
け
た
者
か
ら
、
そ
の
許
可
の
有
効
期
間
中
に
、
許
可
を
受
け
た
船
舶
を
譲
り
受
け
、

借
り
受
け
、
そ
の
返
還
を
受
け
、
そ
の
他
相
続
又
は
法
人
の
合
併
若
し
く
は
分
割
以
外
の
事
由
に

よ
り
当
該
船
舶
を
使
用
す
る
権
利
を
取
得
し
て
当
該
知
事
許
可
漁
業
を
営
も
う
と
す
る
者
が
、
当

該
船
舶
に
つ
い
て
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
し
た
と
き
。

２

前
項
第
一
号
の
申
請
は
、
従
前
の
許
可
の
有
効
期
間
の
満
了
日
の
三
月
前
か
ら
一
月
前
ま
で
の
間

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
知
事
許
可
漁
業
の
状
況
を
勘
案
し
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と

が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
知
事
が
定
め
て
公
示
す
る
期
間
内
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
許
可
の
有
効
期
間
）

第
十
五
条

許
可
の
有
効
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
の

規
定
に
よ
っ
て
許
可
を
し
た
場
合
は
、
従
前
の
許
可
の
残
存
期
間
と
す
る
。

２

知
事
は
、
漁
業
調
整
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

前
項
の
期
間
よ
り
短
い
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
変
更
の
許
可
）

第
十
六
条

知
事
許
可
漁
業
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
た
者
が
、
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
制
限
措
置
と
異
な
る
内
容
に
よ
り
、
知
事

許
可
漁
業
を
営
も
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

二

漁
業
種
類

三

知
事
許
可
漁
業
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
の
番
号

四

知
事
許
可
漁
業
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
た
年
月
日

五

変
更
の
内
容

六

変
更
の
理
由

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
変
更
の
許

可
を
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
関
し
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
相
続
又
は
法
人
の
合
併
若
し
く
は
分
割
）

第
十
七
条

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
、
解
散
し
、
又
は
分
割
（
当
該
許
可
又
は

起
業
の
認
可
に
基
づ
く
権
利
及
び
義
務
の
全
部
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
相
続
人
（
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
協
議
に
よ
り
知
事
許
可
漁
業
を
営
む

べ
き
者
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
）
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
っ
て
成
立
し
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た
法
人
又
は
分
割
に
よ
っ
て
当
該
権
利
及
び
義
務
の
全
部
を
承
継
し
た
法
人
は
、
当
該
許
可
又
は
起

業
の
認
可
を
受
け
た
者
の
地
位
を
承
継
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
た
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
は
、
そ
の
事
実

を
証
す
る
書
面
を
添
え
、
承
継
の
日
か
ら
二
月
以
内
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
許
可
等
の
失
効
）

第
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
は
、
そ
の
効
力
を

失
う
。

一

許
可
を
受
け
た
船
舶
を
当
該
知
事
許
可
漁
業
に
使
用
す
る
こ
と
を
廃
止
し
た
と
き
。

二

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
た
船
舶
が
滅
失
し
、
又
は
沈
没
し
た
と
き
。

三

許
可
を
受
け
た
船
舶
を
譲
渡
し
、
貸
し
付
け
、
返
還
し
、
そ
の
他
そ
の
船
舶
を
使
用
す
る
権
利

を
失
っ
た
と
き
。

２

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
た
者
は
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と

き
は
、
そ
の
日
か
ら
二
月
以
内
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
に
係
る
知
事
許
可
漁
業
を
廃
止
し

た
と
き
は
、
当
該
許
可
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当

該
許
可
に
係
る
知
事
許
可
漁
業
を
廃
止
し
た
日
か
ら
二
月
以
内
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
休
業
等
の
届
出
）

第
十
九
条

許
可
を
受
け
た
者
は
、
一
漁
業
時
期
以
上
に
わ
た
っ
て
休
業
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
休

業
期
間
を
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

許
可
を
受
け
た
者
は
、
前
項
の
休
業
中
の
漁
業
に
つ
き
就
業
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
休
業
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
）

第
二
十
条

知
事
は
、
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
間
又
は
引
き
続
き
一
年

間
休
業
し
た
と
き
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
。

２

許
可
を
受
け
た
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
許
可
の
効
力
を
停
止
さ
れ
た
期
間
及
び
法
第
百
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
く
命
令
、
法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、

法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
又
は
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
百
二
十
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
知
事
許
可
漁
業
を
禁
止
さ
れ
た
期
間
は
、
前

項
の
期
間
に
算
入
し
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
に
係
る
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
は
、
公
開
に
よ
り
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
源
管
理
の
状
況
等
の
報
告
）

第
二
十
一
条

許
可
を
受
け
た
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
知
事
許
可
漁
業
の
種
類
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に
掲
げ
る
期
限
ま
で
に
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

知
事
許
可
漁
業
の
種
類

期

限

一

小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業

翌
月
の
十
日
ま
で

（
機
船
手
繰
網
及
び
板
び
き

網
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。
）
、

中
型
ま
き
網
漁
業
及
び
小
型

ま
き
網
漁
業

二

前
号
に
掲
げ
る
漁
業
以
外

漁
業
時
期
の
終
了
後
三
十
日
以
内

の
漁
業

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
）

二

許
可
番
号

三

報
告
の
対
象
と
な
る
期
間

四

漁
獲
量
そ
の
他
の
漁
業
生
産
の
実
績

五

漁
業
の
方
法
、
操
業
日
数
、
操
業
区
域
そ
の
他
の
操
業
の
状
況

六

資
源
管
理
に
関
す
る
取
組
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
資
源
管
理
の
状
況

七

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
適
格
性
の
喪
失
等
に
よ
る
許
可
等
の
取
消
し
等
）

第
二
十
二
条

知
事
は
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
た
者
が
第
九
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
十
条

第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を

聴
い
て
、
当
該
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
受
け
た
者
が
漁
業
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き

は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
変
更
し
、
取
り
消

し
、
又
は
そ
の
効
力
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
は
、
公
開
に
よ
り

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
益
上
の
必
要
に
よ
る
許
可
等
の
取
消
し
等
）

第
二
十
三
条

知
事
は
、
漁
業
調
整
そ
の
他
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
変
更
し
、
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
効
力
の
停

止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
許
可
証
の
交
付
）

第
二
十
四
条

知
事
は
、
許
可
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
許
可
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証
を
交
付
す
る
。

一

許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
）

二

漁
業
種
類

三

操
業
区
域
及
び
漁
業
時
期

四

使
用
す
る
船
舶
の
名
称
、
漁
船
登
録
番
号
、
総
ト
ン
数
並
び
に
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数

五

許
可
の
有
効
期
間

六

条
件

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
許
可
証
の
備
付
け
等
の
義
務
）

第
二
十
五
条

許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
漁
業
を
操
業
す
る
と
き
は
、
許
可
証
を
当
該

許
可
に
係
る
船
舶
内
に
備
え
付
け
、
又
は
自
ら
携
帯
し
、
若
し
く
は
操
業
責
任
者
（
船
舶
の
船
長
、

船
長
の
職
務
を
行
う
者
又
は
操
業
を
指
揮
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
携
帯
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
許
可
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
許
可
証
を

行
政
庁
に
提
出
中
で
あ
る
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
漁
業
を
操
業
す
る
と
き
は
、
知
事
が
そ
の
記
載

内
容
が
許
可
証
の
記
載
内
容
と
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
許
可
証
を
行
政
庁
に
提
出
中
で
あ
る
旨

を
証
明
し
た
許
可
証
の
写
し
を
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
内
に
備
え
付
け
、
又
は
自
ら
携
帯
し
、
若

し
く
は
操
業
責
任
者
に
携
帯
さ
せ
れ
ば
足
り
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
証
の
交
付
又
は
還
付
を
受
け
た
者
は
、
遅
滞
な
く
同
項
に
規
定
す

る
許
可
証
の
写
し
を
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
証
の
譲
渡
等
の
禁
止
）

第
二
十
六
条

許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
証
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
写
し
を
他

人
に
譲
渡
し
、
又
は
貸
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
許
可
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
）

第
二
十
七
条

許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
（
船
舶
の
総
ト
ン

数
又
は
推
進
機
関
の
馬
力
数
の
変
更
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
工
事
が
終
わ
っ
た
と
き
又
は

機
関
換
装
の
終
わ
っ
た
と
き
）
は
、
速
や
か
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し

て
、
知
事
に
許
可
証
の
書
換
え
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

二

漁
業
種
類

三

許
可
を
受
け
た
年
月
日
及
び
許
可
番
号

四

書
換
え
の
内
容

五

書
換
え
を
必
要
と
す
る
理
由

（
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
八
条

許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
証
を
亡
失
し
、
又
は
毀
損
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
理

由
を
付
し
て
知
事
に
許
可
証
の
再
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
証
の
書
換
え
交
付
及
び
再
交
付
）

第
二
十
九
条

知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
許
可
証
を
書
き
換
え
て
交
付
し
、
又

は
再
交
付
す
る
。

一

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
条
件
を
付
け
、
又
は
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
付
け
た
条
件
を
変
更
し
、
若
し
く
は
取
り
消
し
た
と
き
。

二

第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
（
船
舶
の
総
ト
ン
数
又
は
推
進
機
関
の
馬
力
数
の
変
更
に
係
る
許
可

を
除
く
。
）
を
し
た
と
き
。

三

第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

四

第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
許
可
を
変
更
し
た
と
き
。

五

第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
書
換
え
交
付
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
再
交
付
の
申
請
が
あ
っ
た

と
き
。

（
許
可
証
の
返
納
）

第
三
十
条

許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
が
そ
の
効
力
を
失
い
、
又
は
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
、
そ
の
許
可
証
を
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の

書
換
え
交
付
又
は
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
従
前
の
許
可
証
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
証
を
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
理
由
を
付
し
て
そ
の

旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

許
可
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
、
又
は
合
併
以
外
の
事
由
に
よ
り
解
散
し
、
若
し
く
は
合
併
に
よ
り

消
滅
し
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
、
清
算
人
又
は
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
っ
て

成
立
し
た
法
人
の
代
表
者
が
前
二
項
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
番
号
を
表
示
し
な
い
船
舶
の
使
用
禁
止
）

第
三
十
一
条

許
可
を
受
け
た
者
（
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
六
号
、
第
七
号

及
び
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
の
許
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
の
外
部
の
両
舷
側
の
中
央
部
に
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
許
可

番
号
を
表
示
し
な
け
れ
ば
、
当
該
船
舶
を
当
該
漁
業
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
が
そ
の
効
力
を
失
い
、
又
は
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や

か
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
表
示
を
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

水
産
資
源
の
保
護
培
養
及
び
漁
業
調
整
に
関
す
る
そ
の
他
の
措
置

（
漁
業
の
禁
止
）

第
三
十
二
条

何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む
漁
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一

空
釣
こ
ぎ

二

こ
ろ
ば
し

（
内
水
面
に
お
け
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
許
可
）

第
三
十
三
条

内
水
面
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
っ
て
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
漁
具
又
は
漁
法
ご
と
に
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

投
網

二

四
ツ
手
網

三

せ
き
四
ツ
手
網

四

す
建
て
網

五

刺
し
網
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六

流
し
刺
し
網

七

長
袋
網

八

流
し
袋
網

九

地
び
き
網

十

筌せ
ん

十
一

や
な

十
二

や
な
ど
う

十
三

ま
せ
漁
法

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
適
用
し
な
い
。

一

漁
業
権
又
は
組
合
員
行
使
権
を
有
す
る
者
が
こ
れ
ら
の
権
利
に
基
づ
い
て
採
捕
す
る
場
合

二

法
第
百
七
十
条
第
一
項
の
遊
漁
規
則
に
基
づ
い
て
採
捕
す
る
場
合

３

第
一
項
の
許
可
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
採
捕
の
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
漁
具
又
は
漁
法
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

二

採
捕
の
種
類

三

採
捕
す
る
区
域
、
期
間
及
び
水
産
動
植
物
の
種
類

四

漁
具
の
数
及
び
規
模

五

使
用
す
る
船
舶
の
名
称
、
漁
船
登
録
番
号
、
総
ト
ン
数
並
び
に
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数

六

採
捕
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

４

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
知
事
は
、
採
捕
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
第
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合

二

漁
業
調
整
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

５

採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
漁
業
調
整
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
知
事
は
、
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
意
見
を
聴

い
て
、
そ
の
期
間
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
、
解
散
し
、
又
は
分
割
（
当
該
許
可
に
係
る
事
業
の
全
部
を

承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
は
、
当
該
許
可
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

７

知
事
は
、
採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
間
又
は
引
き
続
き
一
年

間
そ
の
許
可
に
係
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
り
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
な
い
と
き
は
、
内
水
面
漁
場
管

理
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

８

採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
第
十
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
効
力
を
停
止
さ
れ
た
期
間
及
び
法
第
百
二
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
若
し
く
は
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
禁
止
さ
れ
た
期
間
は
、
前
項
の
期
間
に
算

入
し
な
い
。

９

知
事
は
、
採
捕
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
許
可
証

を
交
付
す
る
。

一

採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

二

採
捕
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

三

使
用
す
る
船
舶
の
名
称
及
び
漁
船
登
録
番
号

四

許
可
の
有
効
期
間

五

条
件

六

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
り
水
産
動
植
物
を
採
捕
す

10
る
と
き
は
、
前
項
の
許
可
証
を
自
ら
携
帯
し
、
又
は
採
捕
に
従
事
す
る
者
に
携
帯
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
許
可
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
許
可
証
を

11
行
政
庁
に
提
出
中
で
あ
る
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
り
水
産
動
植
物
を
採
捕
す

る
と
き
は
、
知
事
が
そ
の
記
載
内
容
が
許
可
証
の
記
載
内
容
と
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
許
可
証

を
行
政
庁
に
提
出
中
で
あ
る
旨
を
証
明
し
た
許
可
証
の
写
し
を
自
ら
携
帯
し
、
又
は
採
捕
に
従
事
す

る
者
に
携
帯
さ
せ
れ
ば
足
り
る
。

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
証
の
交
付
又
は
還
付
を
受
け
た
者
は
、
遅
滞
な
く
同
項
に
規
定
す

12
る
許
可
証
の
写
し
を
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
三
条
、
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
、

13
第
二
十
三
条
並
び
に
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
は
、
採
捕
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
保
護
水
面
に
お
け
る
採
捕
の
禁
止
）

第
三
十
四
条

何
人
も
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
保
護
水
面
（
水
産
資
源
保
護
法
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
）
の
区
域
に
お
い
て
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
期
間

中
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
水
産
動
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

保
護
水
面
の
区
域

禁
止
期
間

水
産
動
物

次
に
掲
げ
る
点
ア
、
イ
、
ウ
、
エ

周
年

ほ
っ
き
が
い

及
び
ア
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ

四
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
水
面

基
点
甲

福
島
県
相
馬
市
磯
部
字

大
浜
百
四
十
五
番
地
に
知
事
が

建
設
し
た
標
柱
の
位
置

点
ア

基
点
甲
か
ら
九
十
度
（
真

方
位
。
以
下
方
位
に
つ
い
て
同

じ
。
）
三
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点

点
イ

基
点
甲
か
ら
九
十
度
千
三

百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
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点
ウ

基
点
甲
か
ら
五
十
二
度
千

七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点

点
エ

基
点
甲
か
ら
十
九
度
千
百

メ
ー
ト
ル
の
地
点

２

何
人
も
、
前
項
に
規
定
す
る
保
護
水
面
の
区
域
に
お
い
て
は
、
釣
具
又
は
は
え
な
わ
以
外
の
漁
具

を
使
用
し
て
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
特
定
の
種
類
の
水
産
動
物
の
採
捕
の
制
限
）

第
三
十
五
条

何
人
も
、
海
面
に
お
い
て
、
か
じ
き
、
か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
又
は
さ
め
を
と
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
刺
し
網
漁
業
（
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
次
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
さ
け
、
ま
す
、
う
み
が
め
類
、
く
ろ
と
が
り
ざ
め
又
は
よ
ご
れ
を
採
捕
し

て
は
な
ら
な
い
。

（
さ
め
の
魚
体
の
所
持
等
の
制
限
）

第
三
十
六
条

か
じ
き
、
か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
又
は
さ
め
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
刺
し
網
漁
業
の
許

可
を
受
け
た
者
は
、
採
捕
し
た
さ
め
を
所
持
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

当
該
さ
め
の
全
て
の
部
分
（
頭
部
、
内
蔵
及
び
皮
を
除
く
。
）
を
陸
揚
げ
ま
で
の
間
、
船
上
に

お
い
て
所
持
す
る
こ
と
。

二

当
該
さ
め
を
陸
揚
げ
す
る
と
き
に
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
所
持
し
た
も
の
を
陸
揚
げ
す
る
こ
と
。

（
漁
具
漁
法
の
制
限
及
び
禁
止
）

第
三
十
七
条

何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
り
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

水
中
に
電
流
を
通
じ
て
す
る
漁
法

二

海
面
に
お
け
る
た
た
き
網
漁
法

三

内
水
面
に
お
け
る
か
ぎ

四

内
水
面
に
お
け
る
や
す
、
針
そ
の
他
類
似
す
る
も
の
を
発
射
す
る
装
置
を
使
用
し
て
す
る
漁
法

五

内
水
面
に
お
け
る
火
光
そ
の
他
の
照
明
を
利
用
し
て
す
る
漁
法

六

内
水
面
に
お
け
る
石
倉
漁
法

七

内
水
面
に
お
け
る
が
ら
が
け
漁
法
（
あ
ゆ
の
流
し
釣
漁
法
を
除
く
。
）

八

内
水
面
に
お
け
る
川
干
漁
法

九

内
水
面
に
お
け
る
潜
水
器
（
簡
易
潜
水
器
を
含
む
。
）
を
使
用
し
て
す
る
漁
法

２

内
水
面
に
お
い
て
、
ひ
め
ま
す
、
や
ま
め
（
淡
水
域
で
生
活
す
る
さ
く
ら
ま
す
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
及
び
い
わ
な
（
え
ぞ
い
わ
な
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
や
す
を
使
用
し
て
採
捕
し
て
は

な
ら
な
い
。

第
三
十
八
条

海
面
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
具
に
よ
り
水
産
動
物
を
採
捕
す
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漁

具

範

囲

機
船
手
繰
網
及
び
板
び
き
網

ふ
く
ろ
網
の
目
合

四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

自
家
用
釣
餌
料
板
び
き
網

ふ
く
ろ
網
の
目
合

二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

網
口
開
口
板
の
大
き
さ

長
さ

一
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

高
さ

五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

ほ
っ
き
桁
網

ふ
く
ろ
網
の
目
合

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

２

内
水
面
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
水
産
動
物
を
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
漁
具
に
よ
り
採

捕
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
漁
具
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

水
産
動
物

漁

具

範

囲

ひ
め
ま
す
、
や

投
網

網
の
目
合

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

ま
め
及
び
い
わ

な

刺
し
網

流
し
刺
し
網

地
び
き
網

（
禁
止
区
域
等
）

第
三
十
九
条

何
人
も
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
河
川
の
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
区
域
内

に
お
い
て
は
、
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

河
川
名

区

域

幹
川

南
相
馬
市
地
内
県
道
真
島
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
下
流
部
全
域

真
野
川

幹
川

南
相
馬
市
地
内
県
道
鮭
川
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
下
流
部
全
域

新
田
川

幹
川

次
に
掲
げ
る
ア
及
び
イ
の
点
を
結
ん
だ
線
か
ら
下
流
部
全
域

太
田
川

ア

北
緯
三
十
七
度
三
十
五
分
三
十
三
秒
東
経
百
四
十
一
度
一
分
九
秒
の
点

イ

北
緯
三
十
七
度
三
十
五
分
三
十
二
秒
東
経
百
四
十
一
度
一
分
八
秒
の
点

幹
川

双
葉
郡
浪
江
町
地
内
県
道
請
戸
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
下
流
部
全
域
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請
戸
川

幹
川

双
葉
郡
大
熊
町
地
内
県
道
三
熊
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
下
流
部
全
域

熊
川

幹
川

次
に
掲
げ
る
ア
及
び
イ
の
点
を
結
ん
だ
線
か
ら
下
流
部
全
域

富
岡
川

ア

北
緯
三
十
七
度
二
十
分
二
十
六
秒
東
経
百
四
十
一
度
一
分
二
十
秒
の
点

イ

北
緯
三
十
七
度
二
十
分
二
十
五
秒
東
経
百
四
十
一
度
一
分
二
十
秒
の
点

幹
川

双
葉
郡
楢
葉
町
地
内
県
道
本
釜
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
下
流
部
全
域

井
出
川

幹
川

双
葉
郡
楢
葉
町
地
内
金
剛
川
排
水
門
左
岸
端
か
ら
木
戸
川
左
岸
を
真
北
に
見

木
戸
川

通
し
た
線
の
下
流
部
全
域

幹
川

い
わ
き
市
地
内
県
道
磐
城
舞
子
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
下
流
部
全
域

夏
井
川

幹
川

い
わ
き
市
地
内
常
磐
共
同
火
力
株
式
会
社
勿
来
発
電
所
高
圧
送
電
線
北
茨
城

鮫
川

線
第
四
号
鉄
塔
中
心
点
か
ら
同
第
五
号
鉄
塔
中
心
点
を
見
通
し
た
線
の
下
流

部
全
域

幹
川

福
島
市
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
信
夫
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か
ら
上
流
三
五

え
ん

阿
武
隈
川

〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
及
び
下
流
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域
並
び
に
須
賀
川

市
地
内
市
道
乙
字
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
上
流
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
及
び

下
流
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

阿
武
隈
川
右
支

石
川
郡
石
川
町
地
内
千
五
沢
堰
堤
上
流
端
か
ら
同
町
大
字
母
畑
字
梅
木
入
七

川

十
番
十
（
右
岸
）
地
内
の
禁
漁
区
標
柱
か
ら
同
町
大
字
湯
郷
渡
字
山
鳥
平
百

北
須
川

二
十
八
番
地
（
左
岸
）
地
内
の
禁
漁
区
標
柱
を
見
通
し
た
線
ま
で
の
区
域
（
支

流
を
含
む
。
）
及
び
同
堰
堤
上
流
端
か
ら
同
町
地
内
石
川
町
上
水
道
取
水
堰

堤
下
流
端
ま
で
の
区
域

幹
川

耶
麻
郡
西
会
津
町
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
上
野
尻
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か

阿
賀
川

ら
上
流
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
及
び
下
流
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

耶
麻
郡
西
会
津
町
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
山
郷
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か
ら

上
流
及
び
下
流
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

喜
多
方
市
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
新
郷
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か
ら
上
流
及

び
下
流
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

阿
賀
川
左
支
川

河
沼
郡
会
津
坂
下
町
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
片
門
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か

只
見
川

ら
上
流
及
び
下
流
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

河
沼
郡
柳
津
町
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
柳
津
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か
ら
上

流
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
及
び
下
流
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

河
沼
郡
柳
津
町
地
内
県
道
観
月
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
上
流
八
五
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
及
び
下
流
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

大
沼
郡
三
島
町
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
宮
下
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か
ら
上

流
及
び
下
流
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

大
沼
郡
金
山
町
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
本
名
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か
ら
上

流
及
び
下
流
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

大
沼
郡
金
山
町
地
内
東
北
電
力
株
式
会
社
上
田
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か
ら
上

流
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
及
び
下
流
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

大
沼
郡
金
山
町
地
内
電
源
開
発
株
式
会
社
滝
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か
ら
上
流

及
び
下
流
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

南
会
津
郡
只
見
町
地
内
電
源
開
発
株
式
会
社
田
子
倉
発
電
所
堰
堤
上
流
端
か

ら
上
流
左
岸
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
の
若
宮
八
幡
神
社
湖
畔
突
起
部
一

本
松
か
ら
同
右
岸
約
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
の
白
戸
川
合
流
点
を
見

通
し
た
線
ま
で
の
区
域
及
び
同
堰
堤
上
流
端
か
ら
下
流
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
区
域

南
会
津
郡
只
見
町
地
内
電
源
開
発
株
式
会
社
大
鳥
発
電
所
堰
堤
下
流
端
か
ら

下
流
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

只
見
川
右
支
川

只
見
川
と
の
合
流
点
か
ら
上
流
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

銀
山
川

第
四
十
条

何
人
も
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
水
産
動
物
を
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
期
間
中
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
お
い
て
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。
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水
産
動
物

禁
止
期
間

禁
止
区
域

一

さ
け

周
年

内
水
面

二

さ
け
及
び
ま
す
（
全
長
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

周
年

海
面

ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

三

ひ
め
ま
す
（
全
長
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

周
年

内
水
面

以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

四

ひ
め
ま
す
（
全
長
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

内
水
面

を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）

一
日
ま
で

五

や
ま
め
及
び
い
わ
な
（
全
長
十
五
セ
ン
チ

周
年

内
水
面

メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

六

や
ま
め
及
び
い
わ
な
（
全
長
十
五
セ
ン
チ

十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

内
水
面

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）

一
日
ま
で
（
尾
瀬
沼
及
び
こ
れ

に
流
入
す
る
河
川
の
区
域
に
限

り
、
九
月
十
五
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
）

七

あ
ゆ

三
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

内
水
面

ま
で

八

う
な
ぎ
（
全
長
二
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

周
年

内
水
面

以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

九

う
ぐ
い
（
え
ぞ
う
ぐ
い
、
ま
る
た
及
び
う

周
年

内
水
面

け
く
ち
う
ぐ
い
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

（
全
長
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に

限
る
。
）

十

あ
わ
び
（
殻
長
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

周
年

海
面

以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

十
一

あ
わ
び
（
殻
長
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十

海
面

ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）

日
ま
で

十
二

ほ
っ
き
が
い
（
殻
長
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

周
年

海
面

ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

十
三

ほ
っ
き
が
い
（
殻
長
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

二
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

海
面

ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）

ま
で

十
四

う
に
（
殻
径
（
棘
を
除
く
。
）
三
・
五

周
年

海
面

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

十
五

う
に
（
殻
径
（
棘
を
除
く
。
）
三
・
五

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十

海
面

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）

日
ま
で

十
六

あ
さ
り
（
殻
長
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

周
年

海
面

ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

十
七

は
ま
ぐ
り
（
殻
長
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

周
年

海
面

以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

２

何
人
も
、
内
水
面
に
お
い
て
、
ひ
め
ま
す
、
や
ま
め
、
い
わ
な
、
う
ぐ
い
、
あ
ゆ
、
か
じ
か
及
び

さ
け
の
産
ん
だ
卵
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
採
捕
し
た
水
産
動
物
又
は
そ
の
製
品
は
、
所
持
し
、
又
は
販
売
し
て

は
な
ら
な
い
。

（
河
口
付
近
に
お
け
る
採
捕
の
制
限
）

第
四
十
一
条

何
人
も
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
河
川
の
河
口
付
近
で
あ
っ
て
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
区
域
に
お
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
中
、
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
第
一
種
共
同
漁
業
若
し
く
は
第
三
種
区
画
漁
業
を
内
容
と
す
る
漁
業
権
又
は
こ
れ
ら
に
係
る

組
合
員
行
使
権
に
基
づ
い
て
採
捕
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

河
川
名

禁
止
区
域

禁

止

期

間

新
田
川
河
口

最
大
高
潮
時
に

九
月
一
日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

真
野
川
河
口

お
け
る
河
口
中

請
戸
川
河
口

央
か
ら
半
径
五

木
戸
川
河
口

百
五
十
メ
ー
ト

鮫
川
河
口

ル
以
内
の
海
域

夏
井
川
河
口

熊
川
河
口

富
岡
川
河
口

井
出
川
河
口
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何
人
も
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
河
川
の
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
お
い
て
、
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
期
間
中
、
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

河
川
名

禁

止

区

域

禁
止
期
間

幹
川

南
相
馬
市
地
内
国
道
真
野
川
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら

九
月
二
十
日
か
ら
十

真
野
川

同
市
地
内
市
道
薬
師
堂
橋
の
橋
脚
下
流
端
か
ら
下
流

一
月
三
十
日
ま
で

五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

幹
川

南
相
馬
市
地
内
国
道
新
桜
井
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら

新
田
川

同
市
地
内
県
道
鮭
川
橋
の
橋
脚
上
流
端
ま
で
の
区
域

幹
川

双
葉
郡
浪
江
町
地
内
国
道
請
戸
川
橋
の
橋
脚
上
流
端

請
戸
川

か
ら
同
町
地
内
県
道
請
戸
橋
の
橋
脚
上
流
端
ま
で
の

区
域

請
戸
川
右
支
川

双
葉
郡
浪
江
町
地
内
国
道
高
瀬
川
橋
の
橋
脚
上
流
端

高
瀬
川

か
ら
請
戸
川
合
流
点
ま
で
の
区
域

幹
川

双
葉
郡
大
熊
町
地
内
国
道
熊
川
橋
の
橋
脚
上
流
端
か

熊
川

ら
同
町
地
内
県
道
三
熊
橋
の
橋
脚
上
流
端
ま
で
の
区

域

幹
川

双
葉
郡
富
岡
町
地
内
門
口
下
流
堰
か
ら
次
に
掲
げ
る

ぜ
き

富
岡
川

ア
及
び
イ
の
点
を
結
ん
だ
線
ま
で
の
区
域

ア

北
緯
三
十
七
度
二
十
分
二
十
六
秒
東
経
百
四
十

一
度
一
分
二
十
秒
の
点

イ

北
緯
三
十
七
度
二
十
分
二
十
五
秒
東
経
百
四
十

一
度
一
分
二
十
秒
の
点

幹
川

双
葉
郡
楢
葉
町
地
内
常
磐
線
井
出
川
鉄
橋
の
橋
脚
上

井
出
川

流
端
か
ら
同
町
地
内
県
道
本
釜
橋
の
橋
脚
上
流
端
ま

で
の
区
域

幹
川

双
葉
郡
楢
葉
町
地
内
常
磐
線
木
戸
川
鉄
橋
の
橋
脚
上

木
戸
川

流
端
か
ら
同
町
地
内
金
剛
川
排
水
門
左
岸
端
か
ら
木

戸
川
左
岸
を
真
北
に
見
通
し
た
線
ま
で
の
区
域

幹
川

い
わ
き
市
地
内
市
道
広
畑
橋
の
橋
脚
上
流
端
か
ら
夏

夏
井
川

井
川
と
好
間
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

幹
川

い
わ
き
市
地
内
福
島
県
企
業
局
い
わ
き
事
業
所
沼
部

四
月
一
日
か
ら
十
一

鮫
川

ポ
ン
プ
場
取
水
堰
上
流
端
か
ら
同
市
地
内
常
磐
線
鮫

月
三
十
日
ま
で

川
鉄
橋
の
橋
脚
上
流
端
ま
で
の
区
域

（
溯
河
魚
類
の
通
路
を
遮
断
し
て
行
う
水
産
動
物
の
採
捕
の
制
限
）

第
四
十
二
条

内
水
面
に
お
い
て
溯
河
魚
類
の
通
路
を
遮
断
す
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
っ
て
水
産
動
物

の
採
捕
を
行
う
場
合
に
は
、
河
川
流
幅
の
五
分
の
一
以
上
の
幅
の
魚
道
を
開
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
あ
ゆ
や
な
に
よ
り
採
捕
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
又

は
漁
業
権
若
し
く
は
こ
れ
に
係
る
組
合
員
行
使
権
に
基
づ
い
て
採
捕
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
遊
漁
者
等
の
漁
具
漁
法
の
制
限
）

第
四
十
三
条

何
人
も
、
海
面
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
漁
具
又
は
漁
法
以
外
の
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
り

水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

竿
釣
及
び
手
釣

二

た
も
網
及
び
叉
手
網

三

投
網
（
船
を
使
用
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）

四

や
す
及
び
は
具

五

徒
手
採
捕

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一

漁
業
者
が
漁
業
を
営
む
場
合

二

漁
業
従
事
者
が
漁
業
者
の
た
め
に
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
従
事
す
る
場
合

（
有
害
物
質
の
遺
棄
漏
せ
つ
の
禁
止
）

第
四
十
四
条

水
産
動
植
物
に
有
害
な
物
は
、
遺
棄
し
、
又
は
漏
せ
つ
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
水
産
資
源
の
保
護
培
養
上
害
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
除
害
に
必
要
な
設
備
の
設
置
を
命
じ
、
又
は
既
に
設
け

た
除
害
設
備
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
の
適
用
を
受
け
る

者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
漁
場
内
の
岩
礁
破
砕
等
の
許
可
）

第
四
十
五
条

海
面
の
う
ち
漁
業
権
の
存
す
る
漁
場
内
に
お
い
て
岩
礁
を
破
砕
し
、
又
は
土
砂
若
し
く

は
岩
石
を
採
取
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、

当
該
漁
場
に
係
る
漁
業
権
を
有
す
る
者
の
同
意
書
を
添
え
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

二

目
的
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三

免
許
番
号

四

区
域

五

期
間

六

補
償
の
措
置

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
す
る
に
当
た
り
、
条
件
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

第
四
十
六
条

こ
の
規
則
の
う
ち
水
産
動
植
物
の
種
類
若
し
く
は
大
き
さ
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
期

間
若
し
く
は
区
域
又
は
使
用
す
る
漁
具
若
し
く
は
漁
法
に
つ
い
て
の
制
限
又
は
禁
止
に
関
す
る
規
定

は
、
試
験
研
究
、
教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗
（
種
卵
を
含
む
。
）
の
供
給
（
自
給
を
含
む
。
）

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
試
験
研
究
等
」
と
い
う
。
）
の
た
め
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て

知
事
の
許
可
を
受
け
た
者
が
行
う
当
該
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

二

目
的

三

適
用
除
外
の
許
可
を
必
要
と
す
る
事
項

四

使
用
す
る
船
舶
の
名
称
、
漁
船
登
録
番
号
、
総
ト
ン
数
、
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数
並
び

に
所
有
者
名

五

採
捕
し
よ
う
と
す
る
水
産
動
植
物
の
名
称
及
び
数
量
（
種
苗
の
採
捕
の
場
合
は
、
供
給
先
及
び

そ
の
数
量
）

六

採
捕
の
期
間
及
び
区
域

七

使
用
す
る
漁
具
及
び
漁
法

八

採
捕
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

３

知
事
は
、
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
許
可
証
を
交
付
す
る
。

一

許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

適
用
除
外
の
事
項

三

採
捕
す
る
水
産
動
植
物
の
種
類
及
び
数
量

四

採
捕
の
期
間
及
び
区
域

五

使
用
す
る
漁
具
及
び
漁
法

六

採
捕
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

七

使
用
す
る
船
舶
の
名
称
、
漁
船
登
録
番
号
、
総
ト
ン
数
並
び
に
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数

八

許
可
の
有
効
期
間

九

条
件

４

知
事
は
、
第
一
項
の
許
可
を
す
る
に
当
た
り
、
条
件
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
試
験
研
究
等
の
終
了
後
遅
滞
な
く
、
そ
の
結

果
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
許
可
証
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
き
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
第
三
項

中
「
交
付
」
と
あ
る
の
は
、
「
書
き
換
え
て
交
付
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。第

四
章

漁
業
の
取
締
り

（
停
泊
命
令
等
）

第
四
十
七
条

知
事
は
、
漁
業
者
そ
の
他
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
、
又
は
養
殖
す
る
者
が
漁
業
に
関
す

る
法
令
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
認
め
る
と
き
（
法

第
二
十
七
条
及
び
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
当
該
行
為
を
し
た
者
が
使
用
す
る
船
舶
に
つ
い
て
停
泊
港
及
び
停
泊
期
間
を
指
定

し
て
停
泊
を
命
じ
、
又
は
当
該
行
為
に
使
用
し
た
漁
具
そ
の
他
水
産
動
植
物
の
採
捕
若
し
く
は
養
殖

の
用
に
供
さ
れ
る
物
に
つ
い
て
期
間
を
指
定
し
て
そ
の
使
用
の
禁
止
若
し
く
は
陸
揚
げ
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見

陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
は
、
公
開
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
船
長
等
の
乗
組
み
禁
止
命
令
）

第
四
十
八
条

知
事
は
、
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
漁
業
に
関
す
る
法
令
の
規
定
又
は
こ

れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
行
為
を
し
た
者
が

使
用
す
る
船
舶
の
操
業
責
任
者
に
対
し
、
当
該
違
反
に
係
る
漁
業
に
使
用
す
る
船
舶
へ
の
乗
組
み
を

制
限
し
、
又
は
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
衛
星
船
位
測
定
送
信
機
等
の
備
付
け
命
令
）

第
四
十
九
条

知
事
は
、
国
際
的
な
枠
組
み
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
措
置
の
履
行
そ
の
他
漁
業
調
整
の

た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
四
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁

業
の
許
可
を
受
け
た
者
に
対
し
、
衛
星
船
位
測
定
送
信
機
（
人
工
衛
星
を
利
用
し
て
船
舶
の
位
置
の

測
定
及
び
送
信
を
行
う
機
器
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。
）

を
当
該
許
可
を
受
け
た
船
舶
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
操
業
し
、
又
は
航
行
す
る
期
間
中
は
当
該
電
子

機
器
を
常
時
作
動
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
許
可
を
受
け
た
船
舶
の
位
置
を
自
動
的
に
測
定
及
び
記
録
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
情
報
を
自
動
的
に
送
信
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア

当
該
船
舶
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

イ

当
該
船
舶
の
位
置
を
示
す
情
報
並
び
に
当
該
位
置
に
お
け
る
日
付
及
び
時
刻

三

前
号
に
掲
げ
る
情
報
の
改
変
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
停
船
命
令
）
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
第
五
十
条

漁
業
監
督
吏
員
は
、
法
第
百
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
質
問
を
す
る
た

め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
操
船
又
は
漁
ろ
う
を
指
揮
監
督
す
る
者
に
対
し
、
停
船
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
停
船
命
令
は
、
法
第
百
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
質
問
を

す
る
旨
を
告
げ
、
又
は
表
示
し
、
か
つ
、
国
際
海
事
機
関
が
採
択
し
た
国
際
信
号
書
に
規
定
す
る
次

に
掲
げ
る
信
号
そ
の
他
の
適
切
な
手
段
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
信
号
旗
Ｌ
を
掲
げ
る
こ
と
。

二

サ
イ
レ
ン
、
汽
笛
そ
の
他
の
音
響
信
号
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
音
一
回
、
長
音
一
回
、
短
音
二

回
）
を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し
て
行
う
こ
と
。

三

投
光
器
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
光
一
回
、
長
光
一
回
、
短
光
二
回
）
を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い

て
連
続
し
て
行
う
こ
と
。

３

前
項
に
お
い
て
、
「
長
音
」
又
は
「
長
光
」
と
は
、
約
三
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光
を
い
い
、

「
短
音
」
又
は
「
短
光
」
と
は
、
約
一
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光
を
い
う
。

第
五
章

雑
則

（
漁
場
又
は
漁
具
の
標
識
の
設
置
に
係
る
届
出
）

第
五
十
一
条

法
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
漁
場
の
標
識
の
建
設
又
は
漁
具
の
標
識
の
設
置
を

命
じ
ら
れ
た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
命
じ
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
当
該
標
識
を
建
設
し
、
又
は
設
置

し
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
標
識
の
書
換
え
又
は
再
設
置
等
）

第
五
十
二
条

前
条
の
標
識
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
、
若
し
く
は
当
該
標
識
に
記
載
し
た
文
字
が

明
ら
か
で
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
当
該
標
識
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
毀
損
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く

こ
れ
を
書
き
換
え
、
又
は
新
た
に
建
設
し
、
若
し
く
は
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
置
漁
業
等
の
漁
具
の
標
識
）

第
五
十
三
条

定
置
漁
業
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
別
に
定
め
る
漁
業
を
営
む
者
は
、
漁
具
の
敷
設

中
、
昼
間
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
漁
具
の
標
識
を
当
該
漁
具
の
見
や
す
い
場
所
に
水

面
上
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に
設
置
し
、
夜
間
に
あ
っ
て
は
電
灯
そ
の
他
の
照
明
に
よ
る
漁

具
の
標
識
を
当
該
漁
具
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
漁
業
を
定
め
た
と
き
は
、
公
示
す
る
。

（
刺
し
網
漁
業
等
の
漁
具
の
標
識
）

第
五
十
四
条

刺
し
網
漁
業
又
は
固
定
式
刺
し
網
漁
業
に
従
事
す
る
操
業
責
任
者
は
、
そ
の
操
業
中
、

網
の
両
端
に
、
水
面
上
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
の
ボ
ン
デ
ン
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

刺
し
網
漁
業
に
従
事
す
る
操
業
責
任
者
は
、
夜
間
の
操
業
中
、
前
項
に
規
定
す
る
ボ
ン
デ
ン
に
電

灯
そ
の
他
の
照
明
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
ボ
ン
デ
ン
に
は
、
当
該
漁
業
を
営
む
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
を
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
）

第
五
十
五
条

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
は
、
内
水
面
に
お
け
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
、
養
殖
及
び
増

殖
に
関
す
る
事
項
を
処
理
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
権
限
は
、
内
水
面
に
お
け
る
漁
業
に
関
し
て

は
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
行
う
。

（
添
付
書
類
の
省
略
）

第
五
十
六
条

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
同
時
に
二
以
上
の
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
を
提
出
す
る
場
合

に
お
い
て
、
各
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
添
付
す
べ
き
書
類
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
、
一
の

申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
こ
れ
を
添
付
し
、
他
の
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
は
そ
の
旨
を
記
載
し
て
、

一
の
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
添
付
し
た
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
知
事
は
、
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
規
則
の

規
定
に
よ
り
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
添
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
の
添
付
を
省
略
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章

罰
則

第
五
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第
四

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
三
十
三
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十

五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
付
け
た
条
件
に
違
反
し
た
者

三

第
二
十
三
条
第
一
項
（
第
三
十
三
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三

十
三
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
者

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
犯
人
が
所
有
し
、
又
は
所
持
す
る
漁
獲
物
、
そ
の
製
品
、
漁
船
又
は

漁
具
そ
の
他
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
用
に
供
さ
れ
る
物
は
、
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

犯
人
が
所
有
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
物
件
の
全
部
又
は
一
部
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

そ
の
価
額
を
追
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
八
条

第
二
十
五
条
第
一
項
（
第
四
十
六
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
第
十
項
又
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
科
料
に

処
す
る
。

第
五
十
九
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ

の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
て
、
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た

と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
各
本
条
の
罰
金
刑
又
は
科
料
刑
を

科
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

福
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
島
県
規
則
第
五
十
九
号
）
及
び
福
島
県
内
水
面
漁
業
調

整
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
福
島
県
規
則
第
三
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

３

漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
五
号
。
以
下
「
改
正
法
」

と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
福
島
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
（
以
下
「
旧
内
水
面
規

則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
許
可
に
つ
い
て
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期

間
の
満
了
の
日
ま
で
の
間
は
、
旧
内
水
面
規
則
第
十
三
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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４

改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
福
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
以
下
「
旧
海
面
規
則
」

と
い
う
。
）
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
旧
内
水
面
規
則
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た

許
可
に
つ
い
て
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
の
間
は
、
旧
海
面
規
則
第
四
十
八
条

第
六
項
及
び
旧
内
水
面
規
則
第
三
十
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

５

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
施
行
の
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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